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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

神 経発 達 症 児 （知 的 障 害 、 AS D、 A DH D 等 ） は 、 注意 の 持 続 や行 動 調 整 、課 題 遂 行 に困 難 を 示 す

こ とが 多 く 、 これ ら の 背 景要 因 と し て実 行 機 能 の弱 さ が 指 摘さ れ て い る。 実 行 機 能は 目 標 達 成に 向

け て思 考 や 行 動を 制 御 す る高 次 脳 機 能で あ り 、 前頭 前 皮 質 を中 心 と す る前 頭 葉 ネ ット ワ ー ク と密 接

に 関連 し て い る。  
実 行機 能 の 構 成要 素 の 中 でも 抑 制 は 、無 関 連 な 刺激 や 衝 動 を抑 え る 重 要な 役 割 を 担い 、 神 経 発達

症 児に お い て 特に 弱 さ が 報告 さ れ て いる 。 抑 制 の制 御 メ カ ニズ ム を 説 明す る 枠 組 みと し て Du al  
Mech an i s ms  o f  Co n t ro l フ レ ーム ワ ー ク が提 唱 さ れ てお り 、 順 向性 制 御 と 反応 性 制 御 とい う 二 つ の制

御 様式 が 想 定 され て い る 。こ れ ら を 評価 可 能 な 課題 と し て AX -CP T が ある 。  
抑 制は 脳 の 前 頭前 皮 質 を 中心 と す る 前頭 葉 ネ ッ トワ ー ク で 担わ れ て お り、 定 型 発 達児 ・ 者 を 対象

と した 研 究 で 実行 機 能 課 題成 績 と 前 頭前 皮 質 の 活動 の 関 連 が明 ら か と なっ て い る 。し か し 、 神経 発

達 症児 に お い ては 抑 制 と 前頭 前 皮 質 の神 経 活 動 との 直 接 的 関連 は 十 分 に明 ら か に され て お ら ず、 抑

制 の弱 さ を 指 摘し た 研 究 の多 く は 行 動指 標 に 基 づく 検 討 に とど ま っ て いる 。  
本 研究 は 、 神 経発 達 症 児 にお け る A X-C PT 課 題 遂行 時 の 前 頭前 皮 質 活 動を 近 赤 外 分光 法 （ N IRS）

に より 計 測 し 、抑 制 に 関 わる 行 動 指 標（ 実 行 機 能課 題 成 績 ）と 生 理 指 標（ 脳 血 流 動態 ） と の 関連 を

明 らか に す る こと を 目 的 とし た 。  
本 研究 で は 神 経発 達 症 児 と定 型 発 達 者を 対 象 と した 。 課 題 遂行 に 困 難 がな く 、 脳 血流 動 態 の クオ

リ ティ チ ェ ッ クを 通 過 し た神 経 発 達 症児 を 分 析 対象 と し た 。神 経 発 達 症児 は 医 療 機関 で 診 断 また は

そ れに 準 ず る 所見 を 有 す る小 学 校 特 別支 援 学 級 （知 的 障 害 、自 閉 症 ・ 情緒 障 害 、 肢体 不 自 由 ）に 在

籍 する 児 童 で あっ た 。  

AX-CPT は、 Target タ ス ク と Control タス ク か ら 構成 さ れ 、 ブロ ッ ク デ ザイ ン で 提 示し た 。 解 析に

用 いた 指 標 は 、① Target 課 題 の 順向 性 制 御 指標 と し て RTPBI、 ② Control 課 題 の 指標 と し て 正答 反 応

時 間（ RT_control） で あ った 。 全 体 とし て 誤 答 が少 な か っ たた め 、 反 応時 間 に 関 する 指 標 を 分析 対

象 とし た 。 RTPBI は 、「 (RT_AY−RT_BX) / (RT_AY + RT_BX)」の 式で 算 出 し た。 値 が 大 きい ほ ど 、 順向

性 制御 が 高 い とみ な す こ とが で き る 。  

課 題遂 行 中 の 前頭 前 皮 質 の神 経 活 動 は、 NIRS 計 （ス ペ ク ト ラテ ッ ク 社 OEG-16） を 用 い て 計 測 し、

前 頭前 皮 質 を 右前 頭 、 右 内側 前 頭 、 左内 側 前 頭 、左 前 頭 の 4 領 域 に 区 分し た 。 血 流動 態 分 離 法お よ

び ノイ ズ 補 正 処理 を 施 し た後 、 Control ブ ロッ ク およ び Target ブ ロ ッ ク の平 均 値 を 算出 し た 。  

神 経発 達 症 児 にお い て 、 順向 性 制 御 指標 で あ る RTPBI が 、 Target タ ス ク時 の 脳 血 流動 態 を 説 明す

る かを 、 モ デ ル比 較 で 検 討し た 。 そ の結 果 か ら 、神 経 発 達 症児 に お い ては 抑 制 に 関わ る 順 向 性制 御

の 個人 差 が 内 側前 頭 領 域 の神 経 活 動 特性 と し て 反映 さ れ る 可能 性 が 示 唆さ れ た 。  

【研究成果発表方法】 

 

・本研究の成果について、日本特殊教育学会等の研究大会において学会発表及び論文投

稿を行う予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


